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○見られる意識
　「校内選考」というのは皆さんが学校推薦を利用して受験できる企業や学校を決定する重要な会議のことです。これまでの学校生活や1年生からの成績などを総合的に判断して，希望する企業や学校へ推薦するのにふさわしい人物かを判断します。成績は評定が数字で出るのでわかりやすいですが，「学校生活」とは普段の出欠席や，部活動，資格取得など学校内の記録を言います。自分の高校生活を振り返ってみましょう。自分の今までの高校生活はどのような評価だと思いますか?自己評価と，実際の校内選考での評価は少しズレるかもしれません。
　ここで言いたいのは，これからの生活では「判断するのは自分では無くなってくる」ということです。自分ではよくやっていると思っていても，周りから見たらそうでもないかもしれない。自分はすごく頑張っているのに，周りからはサボっていると思われてしまうかもしれない。もちろん，先生たちはみんなの話を聞いて，よくやっているところや頑張っているところを理解するように努めています。しかし，入試や就職試験でそれが100％相手に伝わるわけではないですよね。
　普段から，「人に見られている」「評価されている」という意識を持って生活してみましょう。校内選考で今までの学校生活がまずかったと絶望している人たちも，今からでもできることがありますよ。

○スマホの使用に家庭でルールを！
　6月に学校が再開してから，「スマホ家庭のルール」という保護者宛の文書を配布しました。各家庭でスマートフォン使用に関するルール作りについて考えるきっかけとなればと思っていましたが，3学年はこの提出率がかなり悪いです。そこで，ここで少しSNSについて触れておきたいと思います。
　休校期間中に女子プロレスラーの木村花さんが．SNSでの誹謗中傷を苦に自殺してしまったニュースはみんなも見ているんじゃないかと思います。政府は，SNSで書き込みをした人を特定できるような法律を計画しているようです。「かわいそう」とか「死ぬこと無いのに」と感じた人も多いと思いますが，ここで自分の行動も振り返ってみましょう。自分はSNSで誰かの悪口を言ってしまっていたり，芸能人の悪口を書き込んでしまったりしていないですか？
　SNSは気軽に自分の意見や，写真を発信することができる便利なツールです。一方で，様々なことが気軽にできるから悪口や人を傷つけることも気軽にできてしまいます。感情的に思ったことを何でも書き込んでしまうのは危険です。SNSでの書き込みは自分が消しても誰かがスクリーンショットで保存していればそれを消すことはできません。何かを載せる時は，それが人を傷つけるもので無いか，載せてはいけない情報が含まれていないかよく考えてください。大人でも失敗してしまうのだから，みんなはすごく気をつける必要がありますよね。悪い書き込みや写真などは，みんなの進路にも悪い影響を与えてしまうかもしれません。SNSって技術を持っている人が本気を出すと裏アカとか関係なく見られてしまいますよ…。

７月の予定
7月　１日（水）　求人票受付開始→毎日チェックをしてください！
　　１３日（月）～１６日（木）　１学期期末考査
　　２７日（月）～会社見学開始
　　３０日（木）～8月５日（水）三者面談
　　　　　　　　　
